
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 in 磯子消防署 

大規模地震が起きたとき、頼れるのは「自分」そして「隣人」です。
「全員参加体験型」の防災・減災の知識と技能を学び合うイベント
です。マンネリ化した「訓練」から脱皮し、実戦的「訓練」へと進化す
るヒントがあると思います・・・みんなで学び合いましょう。 

 
 

日 時 ： 平成２２年１月２３日（土曜日）（小雨決行） 

午前９時４０分～午後１時まで（受付開始 9時 10分・スタート９時 40 分） 

イベント開始に先駆けて準備していただくことがあります。9時１0分から参加の受付を開

始します。 

会 場 ： 横浜市磯子消防署 

横浜市磯子区磯子２－１―３（駐車場がありません、徒歩にてご来場ください） 

対 象 者 ： 一般市民、自主防災会リーダー、自治会役員、介護事業所・各種団体の方々 

学んだことを地元で実践していただける方々 

資 料 代 ： １人 ５00 円 

主 催 ： 防災ギャザリング実行委員会 

協 力 ： 横浜市磯子消防署、磯子区役所、横浜市社会福祉協議会、磯子区社会福祉協議会、NPO 災害ボラン

ティアステーション、あかつき、かながわ災害ボランティアネットワーク、かながわ災害救援支援センターサポート

チーム、さあどうする！防災、磯子区災害ボランティアネットワーク、横浜災害ボランティアネットワーク会議、横

浜市アマチュア無線非常通信協力会磯子区支部、横浜防災ライセンス・磯子、各地域ネットメンバー、県内防災士会

支部、災害救援ボランティア推進委員会 Safety Leader、子どもエコ防災生活体験塾、神奈川勤労者ボランティアネ

ット、神奈川県生活協同組合連合会、神奈川県青少年協会、神奈川国民保護協力会、多言語社会リソースかながわ、

日本ボーイスカウト神奈川連盟、「防災塾・だるま」、日本赤十字社神奈川県支部 

暗いのは怖い！どうしよう・・・。 

発電機の操作を体験しよう。 

水 が 無 い！！ ど う し よ

う・・・・・水の確保、水の運び

方を体験しよう。 

心肺蘇生・応急手当は出来

ますか？災害時には救急車

は思うように動けません。 

危険だ！自分の身を守ろう 

ロープワークの基本を体験しよ

う・・・・・ 

災害時のトイレはどう

しますか？ 

トイレ問題を考えよう。 

 

限られた水で炊き出し

ができる「炊飯袋」の炊

き出しを体験しよう。 

非常食をおいしく食

べるヒントを学ぼう。 

 


